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1 以下、ツォルフェライン炭鉱の歴史については、ICOMOS(2001)、UNESCO World Heritage 
Convention(2001)、Stiftung Zollvereinパンフレット ”Zollverein UNESCO World Heritage Site – 
The culture heart of the Ruhr Area“などを参照した。 









図 1 ドイツ国内地図 
（出典：http://www.mapsofworld.com/germany/） 












ウス建築様式を用いて、後に「世界一美しい」と称賛される第 12坑を 1930 年に完成させ







ークスの需要が減少し、1993 年に操業停止に至っている。炭鉱の経営については 1963 年
からルール石炭会社に移されて継続されたが、最終的に 1983年に操業停止の方針が示され、

























1989年から 99年までの 10年間で 120以上のプロジェクトが実施された。 
 「IBA エムシャーパーク・プロジェクト」の一環として保存活用が行われていたツォル














する文化―文化による変化 Kultur durch Wandel－Wandel durch Kultur」であり、「『煙突が林
立する地域』というルール地方の先入観を払拭し、文化による新しいイメージを作り出す  
                                                   
2 Stiftung Zollvereinパンフレット“Zollverein UNESCO World Heritage Site”より。 
ソシオロジカル・ペーパーズ第 26 号 
34 
表 1 ツォルフェライン世界遺産が誕生するまでの経緯3 
年 出来事 




1926 ツォルフェラインが世界第二の規模を持つ鉄鋼会社 Vereinigte Stahlwerke AG の炭鉱となる。
Vereinigte Stahlwerke AGはツォルフェラインで中心となる立坑を建設することを決定する。 




1961 第 12 採掘坑との空間的および機械的関連から、ツォルフェライン・コークス工場が稼働を開始
する。1970年代に生じた第二の生産拡大により、ヨーロッパで最大かつ最も近代的なコークス工
場とされた。 
1986 12月 23日にツォルフェラインの採掘坑が閉鎖。その前週に第 12採掘坑は保存対象にされる。 
1990 ツォルフェラインの第 12 採掘坑を世界の文化センターに転換するべく、改装と変換が開始され
た。 
1993 ６月 30日、ツォルフェライン・コークス工場が解体される。 
1996 カジノ・ツォルフェラインが、かつてのコンプレッサーホールにオープン。 
1997 Design Zentrum Nordrhein Westfalen が、建築家ノーマン・フォスター（Lord Norman Foster）によ















                                                   
3 Stiftung Zollvereinパンフレット ”Zollverein UNESCO World Heritage Site – The culture heart 






















アと C エリアである。以下では A エリアと Cエリアを中心に紹介する。 
 
図 3 ツォルフェライン世界遺産全体の地図5 
 
                                                   
4 本稿で使用した写真はすべて 2016年３月 12日に筆者が撮影したものである。 
5 Stiftung Zollvereinパンフレット ”Zollverein UNESCO World Heritage Site – The culture heart 
of the Ruhr Area”より転載。 


















写真 1 世界で最も美しいと称される第 12 坑 写真 2 ミュージアム入り口 
 
 



























写真 5 生活のにおいをかぐことができる装置 写真 6 生活の音を聞ける装置 
 
                                                   
6 The Ruhr Museum パンフレット “The Ruhr Museum at Zollverein in Essen”より転載。 











































写真 11 B エリア入り口付近に置かれた展示物 写真 12 エリア全体にかつての線路が残されている 
 
【C：コークス工場エリア】 
 コークス工場は、世界遺産エリアの北西側にある。かつては、約 1,000 人の労働者が従















にロシアのイリア＆エミリア・カバコフ（Ilya & Emilia Kabakov）による「プロジェクト宮













写真 13 コークス工場の様子 写真 14 コークス工場の様子 
  
  






































った 1978 年～1980 年に失業率が大幅に上昇したが、早くから地域経済の復興策として文
化・創造産業に注目しており、同州における文化経済は 1980年代末から成長し始め、1980
年には 4.59億ドイツマルクだったが 1994年には 14.4億ドイツマルクへと増大している（池
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